








































有田川町立吉備中学校 丸山直城 田口智香子 山本寛
前裕貴 的場治代
有田川町立石垣中学校 貴志康平 宮﨑俊和
和歌山大学教育学部 北山秀隆 西山尚志 山本紀代
本研究の目的と概要
和歌山県有田地域は，全国学力・学習状況調査の結果において全国平均を上回っている 有田市の子ど































和歌山大からの参加教員：西山 尚志 山本 紀代
・研究授業 （５限に実施）
学級 第３学年 組（２８名）
単元 関数 𝑦𝑦 𝑦 𝑦𝑦𝑦𝑦2
指導者 前 裕貴
授業内容 下図のように横に一本，縦に２本の線を引く操作を繰り返す。
操作回数を 𝑦𝑦 としたとき，対応する変数 𝑦𝑦 を生徒に自由にとらせて，表を作成するこ
とで，これらの変数の間の関数関係を発見させるものである。例えば交点の個数などに注

























                                
本学教育学部     林   修 
                             本学附属小学校   則藤 一起 
湊本 祐也 
                          田辺市立田辺第三小学校  塩路 文哉 
                          和歌山市立雑賀小学校    山岡 大祐 













松尾（2006）は，Ericson の「高いレベルの熟達者になるためには 10 年の準備期間が必要とな
る」とする「10 年ルール」を一般企業の営業調査のデータから検証した。 
 また，体育分野では，清水・辻野（1976）が教職経験年数 1～30 年の小学校高学年（5・6 年
生）を担任している教師 60 名を対象に教職経験年数と学習成果の一つである態度得点の関係に
ついて検討した。その結果，教職経験年数 5 年前後までは態度得点は低いが，教職経験年数 10～
20 年の間で高まってくると報告している。 







これらのことから，教職経験年数 4～8 年目にある方を新人教師とすることにした。 
これらを踏まえて，①教職経験年数が 4 年〜８年，②学習成果（態度得点と技能）を高めた，の２
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